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自治体と民間との連携について

竹イノベーション研究会

マネー資本主義里山資本主義

グローバル

ローカル

これから、地域と企業等との連携で、どこを目指すのか？

はじめに
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 Ｋ－ＲＩＰ

リサイクルに関するニーズＶＳ環境ビジネスのシーズ

 産学連携道場

企業の事業化ニーズＶＳ大学の研究シーズ

 九州志士の会

中小企業の支援ニーズＶＳ専門支援者シーズ

 九州の食

食品加工中小企業等のニーズＶＳ料理研究家、シェフ

 そして、基山町では、住宅とふるさと納税？

住宅ニーズＶＳ適切な住宅の提供

基山を愛する人ＶＳ基山の地域資源
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・炉
・竹酢液
・抗菌材

入口 中間処理 出口

・収集方法
・観光
・皮
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自治体で、まだ６ケ月未満。自治体と
企業の連携は、現在、勉強中です。

それで、これまでの経験から、いろん
な連携の方向性について、提案させて
頂きます。

竹イノベーション研究会では、これまで
に、様々な連携に取り組まれているの
で、釈迦に説法かもしれませんが。
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 １．現状分析、アンケート調査、その解析は不可欠
 ２．規制やその方向性の把握も不可欠

→地球温暖化、リサイクルなど
 ３．分野は、絞り込むか広めるか

→たとえば、竹成分を活かした漢方薬→海外市場
 ４．Face to Faceはすべての基本だが、インターネット、ＳＮＳ
はフル活用→化学反応大事

 ５．施策情報の把握はもちろん、施策の方向性から、先回りす
る感覚が大事

 ６．コーディネーターの重要性
 ７．ポジティブ居り場(プラットフォーム)をベースとした新展開
→法人化の検討は急務か？
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 Ｋ－ＲＩＰも、九州志士の会も、九州の食も、その感覚
でやってきました。

 今で言えば、人口減下での地域経済再生で、第４の
戦略の「地域のブランド化」や、第５の戦略の「地域の
生活サービスの確保と地域経済圏の再構築」につい
て、先回りすれば良い。

 新しいタイプの六次産業化やふるさと納税は、次の一
手になる。小規模企業と自治体の間の中小企業憲章
や条例の一歩先は、住民を加えた「小規模企業・住
民・自治体協働条例」なども。

 基山町では、その線に沿った展開を検討したい。もち
ろん、九州志士の会や九州の食とも連携しながら。 10

 ポジティブな居り場や次のステップを目指す止まり木
は、確実に必要。

 私がこれまでに、やってきたことをまとめると、Ｋ－ＲＩ
Ｐの時も、九州志士の会も、九州の食も、

人脈づくり→プラットフォームづくり→マッチング・プロジ

ェクト起こし、この流れをループさせ、拡大再生産してい
るにすぎません。

そのために、各種ツールを活用し、各種調査や

情報発信を展開し続けることが大事です。
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 竹の中心地の九州で、関係自治体、企業、ＮＰＯ等と
連携して、 竹イノベーション研究会で、「九州竹取物
語」をつくってみませんか？

 使うメニューは、ふるさと名物応援事業。研究会が中
心となって、九州各地の取り組みを繋いで、一つの物
語・ストーリーをつくるのです。

 現状分析、連携促進、市場開拓、ＰＲ効果など、一粒
で何度もおいしいですよ。
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竹イノベーション研究会

自治体Ａ 自治体Ｂ 自治体Ｃ 自治体Ｄ

企業Ａ 企業Ｂ 大学ＤＢＮＰＯ Ｃ

市場・出口等

九州竹取物語

15

本日の出会いを大切
にしたいと思います。
今後とも連携による地域
活性化を、一緒に考えて
いきましょう！
今後とも、何かござい

ましたら、いつでも、ご
連絡お待ちしています？

ご清聴ありがとうございました


